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適合格子法と確立微分方程式法を用いた衝撃波加速シミュレーション
Simulations of Diffusive Shock Accerelation with Adaptive Mesh Refinement Scheme
and Stochastic Differential Eq. Method
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コロナ質量放出 (CME)起源の惑星間空間衝撃波により加速された高エネルギー粒子フラックスの増加現象の、シミュ
レーションによるモデリングを行った。これまでは被加速粒子のエネルギー分布や拡散係数、衝撃波速度は時間的、空
間的に一定、という仮定を行っていたが、実際はこれらは変化している。そこで今回我々は適合格子法 (Adaptive Mesh
Refinement)を用いて、この衝撃波の伝搬過程の 3次元数値シミュレーションを行い、その結果を確率微分方程式に入力
として用いることにより、衝撃波の時間変化を取り込んで、衝撃波加速過程のモデリングを行った。衝撃波の変化の他、
今回は地球軌道を通過した後の 2.3AUに達した衝撃波まで計算を継続することにより、広い領域で散乱される粒子を追
うことが可能になった。衝撃波の変化と加速との関係について報告する。
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